別紙(記載例―4)・・・事業主側からあっせんを申し立てる事案（1）

紛争の概要

1 被申立人(期間社員Ａ)は、先輩社員Ｂに対して、常々業務の指示・指導の仕方について不満を持っていた。

2 平成　年　月　日、朝礼の後、ＢがＡに対し「勤務態度が悪い」と指摘したことがきっかけとなり、お互い言い争いになった。両者の大声を聞いて、グループリーダーＣはＡ・Ｂ2人の間に割って入った。

3 3人がもみ合う中で、Ａは指を負傷し、Ｂの服は破れ、Ｃは眼鏡を破損した。

4 勤務時間中のいさかいであり、申立人（会社）としては3人それぞれについて処分を検討していた。

5 社員Ａ（被申立人）は、平成　年　月　日、期間満了で退職したので、会社(申立人)は残りの2人について、Ｂは戒告処分，Ｃは厳重注意とした。

6 Ａ（被申立人）は、退職後1週間たって会社に来て、「処分内容に納得できないこと」と「指の負傷で再就職活動に支障が生じていること」を述べ、これらを理由に会社(申立人)に対して解決金50万円の支払いと謝罪を求めてきた。

7 会社(申立人)はＡ（被申立人）には何の処分もしておらず、また、Ａ（被申立人）の退職は期間満了によるものであることから、会社(申立人)としては何の落ち度もなく、また責任もない。従って、金銭を支払う考えはないことを文書で伝えました。

解決を求める事項(理由を含む。)

1 申立人は被申立人に対して相当の金額の解決金を支払うことにより、この事件が円満に終了することを求める。

2　申立費用は、折半し、申立人及び被申立人が負担する。

(理由)

1 Ａ・B・C3者のいざこざについては、警察官立会いの下、お互いに謝罪しあって、一定の解決がなされている。

2 会社(申立人)は、今回の事件により業務の遅滞、設備・備品の破損があり、むしろ被害者であり、会社(申立人)として謝罪する考えはありません。

3 しかしながら、一日も早く明るく活力に満ちた元の職場を取り戻すために、一定の金銭を会社（申立人）がＡ（被申立人）に支払うことにより、この事件の円満解決を求めるものであります。　

